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●
い
み
ず
干
し
も
ち
価
格

●
お
買
い
求
め
は

寒
さ
厳
し
い
こ
の
季
節
、
小
杉
地
区
の
「
に
こ
に
こ

母
ち
ゃ
ん
寒
餅
加
工
グ
ル
ー
プ
」
の
寒
餅
作
り
が
、

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
黒
河
倉
庫
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

寒
中
恒
例
の
寒
餅
作
り
は
、
１
月
４
日
か
ら
の
射
水

産
新
大
正
も
ち
を
使
っ
た
餅
つ
き
作
業
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
つ
い
た
餅
は
、
長
さ
１
メ
ー
ト
ル
の
型
で
成
形

さ
れ
、
固
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
５
ミ
リ
位
の
厚
さ
に
切
り

ま
す
。
そ
れ
ら
を
１
本
の
紐
に
15
枚
連
ね
て
吊
る
し
、

約
50
日
間
、
寒
風
に
さ
ら
し
て
乾
燥
さ
せ
ま
す
。
倉
庫

内
は
色
鮮
や
か
な
餅
の
カ
ー
テ
ン
で
彩
ら
れ
、
見
事
な

光
景
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

乾
燥
を
終
え
た
寒
餅
は
３
月
中
旬
頃
か
ら
、「
い
み
ず

干
し
も
ち
」
の
名
称
で
出
荷
さ
れ
、
農
産
物
直
売
所

「
菜
っ
ち
ゃ
ん
」
太
閤
山
店
・
新
湊
店
で
販
売
し
ま
す
。

寒
餅
作
り
の
ベ
テ
ラ
ン
10
人
が
手
塩
に
か
け
た

お
ふ
く
ろ
の
味
、
や
さ
し
い
甘
さ
で
飽
き
の
こ
な
い

懐
か
し
い
ふ
る
さ
と
の
味
を
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

ヨ

モ
ギ、
紫イ
モ、昆

布、みかん

な
どの
味が
楽しめます

電

子
レン
ジ２
分でサクサクに！

もち米の甘み、旨みが
口いっぱいに広がります♪

いいみみずず干干ししももちち

いみず野だより　２



　組合員の皆様には時下益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、組合員の皆様の組合員資格に変動が生じた場合には、定款の定めるところにより、書面にて当組合宛にその
旨ご連絡いただくこととなっております。組合員資格の変動があった場合には、お手数ですが当組合の最寄りの支店
までお申し出ください。
　組合員資格の変動は、組合員資格を喪失した場合や、正組合員から准組合員に、
または、准組合員から正組合員に資格が変動した場合が該当します。
　ご理解とご協力をお願い申し上げます。

組
合
員
資
格
の

確
認
の
お
願
い

お問い合わせは
最寄りの支店まで

た
く
ま
し
い
農
業
推
進
大
会
が
２
月
７
日
（
金
）
午
後
２
時
よ

り
本
店
３
階
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
農
業
関
係
者
約
１
５
０
名
が

参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
、
農
業
経
営
の
強
化

と
地
域
農
業
の
発
展
を
目
的
に
、
当
Ｊ
Ａ
と
射
水
市
農
業
技
術

者
協
議
会
が
主
催
し
て
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

開
会
に
あ
た
り
、
主
催
者
を
代
表
し
て
塚
本
組
合
長
よ
り

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
農
事
功
労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
地
域
農
業
に
尽
力

さ
れ
た
優
良
生
産
団
体
２
団
体
、
優
良
指
導
者
６
名
、
長
年
に

わ
た
り
生
産
組
合
長
を
務
め
ら
れ
た
６
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
来
賓
の
夏
野
元
志
射
水
市
長
・
奈
田
安
弘
射
水
市
議

会
議
長
・
武
内
政
弘
高
岡
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
所
長
よ
り
祝
辞

を
賜
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
大
和
産
業
株
式
会
社 

菅
田
取
締
役
よ
り
「
米
穀
情
勢

及
び
い
み
ず
野
産
米
の
評
価
と
期
待
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
菅
田
氏
か
ら
は
、「
全
農
等
の
集
荷
が
大
幅
に
減
少
し
、

米
穀
店
が
年
間
供
給
で
き
る
数
量
が
確
保
で
き
ず
、
米
の
価
格
高
騰

に
よ
る
外
国
産
米
の
販
売
及
び
使
用
が
始
ま
っ
た
。
安
定
供
給
の

為
、
需
要
に
見
合
っ
た
生
産
や
、
永
続
的
に
お
米
の
生
産
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
の
大
切
さ
」
に
つ
い
て
な
ど
の
貴
重
な
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
全
農
富
山
県
本
部 

碓
井
副
本
部
長
か

ら
は
、「
消
費
者
・
実
需
者
か
ら
は
、
安
定
し
た
数
量
・
品
質
・

価
格
を
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
米
の
流
通
を
取
り
巻
く
情
勢
に
つ

い
て
お
話
が
あ
り
、
盛
況
の
う
ち
に
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

２
月
８
日（
土
）

に
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ

ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

富
山
で
行
わ
れ
た
、

第
73
回
Ｊ
Ａ
富
山

県
青
年
大
会
青
年

の
主
張
の
部
に
お

い
て
、
Ｊ
Ａ
い
み

ず
野
青
年
部
の

松
本
剛
明
さ
ん
が

最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　

松
本
さ
ん
は
い
み
ず
野
を
代
表
す
る
い
ち
ご

農
家
で
す
。
就
農
当
初
は
い
ろ
い
ろ
な
苦
労
が

あ
り
ま
し
た
が
、
Ｊ
Ａ
青
年
部
や
近
隣
の
先
輩

農
家
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
富
山
県
で
の
成
功

事
例
が
な
か
っ
た
い
ち
ご
栽
培
の
生
産
拡
大

に
成
功
さ
れ
て
い
ま
す
。
新
規
や
若
手
の
就

農
者
へ
の
支
援
、
Ｊ
Ａ
や
青
年
部
、
地
域
で

の
活
動
を
通
し
て
、
未
来
を
創
る
種
を
た
く

さ
ん
蒔
い
て
い
き
た
い
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

松
本
さ
ん
は
11
月
に
Ｊ
Ａ
東
海
北
陸
青
年

大
会
に
富
山
県
代
表
と
し
て
出
場
さ
れ
ま
す
。

最
優
秀
賞
受
賞

た
く
ま
し
い
農
業
推
進
大
会

●
優
良
生
産
団
体
表
彰

　（
農
）三
ケ
南
部

　
代
表
理
事
組
合
長

　
　
安
吉
　
俊
和 

様（
小
杉
支
店
）

　（
農
）ア
グ
リ
21

　
代
表
理
事
組
合
長

　
　
山
崎
　
幸
博 

様（
新
湊
南
支
店
）

●
優
良
指
導
者
表
彰

　
坂
井
吉
三
郎 

様（
小
杉
支
店
）

　
清
水
　
久
信 

様（
三
島
野
支
店
）

　
ヒ
ー
リ
ー
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト

　
ジ
ョ
ン 

様（
南
郷
支
店
）

　
竹
内
　
三
和 

様（
大
島
支
店
）

　
安
元
　
吉
一 

様（
大
島
支
店
）

　
宮
島
　
　
敏 

様（
新
湊
南
支
店
）

●
生
産
組
合
長
感
謝
状

　
橋
本
　
清
和 
様（
小
杉
支
店
）

　
橋
本
　
治
夫 

様（
三
島
野
支
店
）

　
大
橋
　
克
彦 

様（
新
湊
南
支
店
）

　
赤
江
寿
美
雄 

様（
東
部
支
店
）

　
田
中
　
美
憲 

様（
東
部
支
店
）

　
小
西
　
秀
幸 

様（
東
部
支
店
）

農
事
功
労
関
係
表
彰

青
年
の
主
張
発
表
大
会

Ｊ
Ａ
富
山
県
青
年
大
会

３　いみず野だより



12
月
25
日（
水
）午
前
10
時
よ
り
、
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店
３
階
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
射
水
市
農
業

再
生
協
議
会
臨
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
塚
本 
清  
会
長
の
挨
拶
で
開
会
し
、
以
下
の
３
議
案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案
「
会
員
の
変
更
に
つ
い
て
」

事
務
局
よ
り
射
水
市
集
落
営
農
連
絡
協
議
会
か
ら
の
会
員
の
変
更
届
が
あ
り
、
前
・
筒
口 

博
昭  

氏

か
ら
宮
原 

謙
次  

氏
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
号
議
案
「
令
和
７
年
産
米
の
生
産
目
標
及
び
作
付
目
標
面
積
配
分
に
つ
い
て
」

事
務
局
よ
り
富
山
県
農
業
再
生
協
議
会
か
ら
生
産
目
標「
数
量
：
１
１
，４
８
１
ト
ン（
前
年
対
比

２
１
４
ト
ン
増
）、
面
積
：
２
，０
１
０
㌶（
前
年
対
比
41
㌶
増
）」に
つ
い
て
概
要
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

加
え
て
、
配
分
に
つ
い
て
は
従
来
通
り
の
手
法
で
個
人
別
に
一
律
配
分
を
行
っ
た
上
、
需
給
調
整
エ

リ
ア
単
位（
各
生
産
組
合
等
）に
、
生
産
目
標
及
び
作
付
目
標
面
積
を
配
分
し
た
い
旨
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

第
３
号
議
案
「
令
和
６
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て
」

事
務
局
よ
り
、
一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
経
営
所
得
安
定
対
策
等
推
進
事
業
に
係
る
事
務
費
の

増
と
特
別
会
計
補
正
予
算
で
は
、
市
単
独
補
助
金
：
産
地
づ
く
り
対
策
事
業
補
助
金
・
化
学
肥
料
削
減

緑
肥
推
進
補
助
金
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
減
額
補
正
、
県
単
独
補
助
金
：
農
業
用
電
気
料
金

高
騰
支
援
事
業
、
高
温
耐
性
品
種
切
替
支
援
事
業
収
入
の
増
と
変
更
等
及
び
支
出
に
つ
い
て
、
概
要

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

３
議
案
と
も
に
協
議
の
結
果
そ
れ
ぞ
れ
全
員
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
事
務
局
・
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
よ
り
以
下
の
報
告
事
項
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
北
陸
農
政
局
富
山
拠
点
地
方
参
事
官（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
会
員
）か
ら「
米
を
め
ぐ
る
情
勢
に

つ
い
て
」の
説
明
が
あ
り
、
最
後
に
土
合 

正
夫  

副
会
長
の
挨
拶
で
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

① 

令
和
６
年
度
、
国
・
県
・
市
の
補
助
金
の
交
付
概
要
等
に
つ
い
て

② 

配
分
エ
リ
ア
の
代
表
者
に
対
し
て
の
提
示
に
つ
い
て
（
12
月
25
日
付
で
郵
送
）

③ 

令
和
７
年
度
の
加
工
用
米
及
び
備
蓄
米
の
取
組
に
つ
い
て

（
加
工
用
米
・
備
蓄
米
は
、
前
年
度
と
同
数
量
程
度
を
確
保
、
飼
料
用
米
は
積
極
的
に
取
り
組
ま
な
い
。）

令
和
６
年
度
（
第
27
回
）
臨
時
総
会 

開
催

射
水
市
農
業
再
生
協
議
会

当
Ｊ
Ａ
園
芸
特
産
課
の
竹
腰 

桂
二

さ
ん
が
富
山
県
Ｊ
Ａ
農
産
物
検
査
協
議

会
主
催
の
鑑
定
競
技
会
に
お
い
て
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

竹
腰
さ
ん
は
3
月
に
行
わ
れ
る
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
全
国
農
産
物
鑑
定
会
へ
参
加

し
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
が
富
山
県
米
麦
改
良
協
会

よ
り
、
農
業
倉
庫
に
お
け
る
労
働
災
害

の
防
止
と
米
の
品
質
維
持
及
び
衛
生
管

理
の
徹
底
に
努
め
た
と
し
て
、
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

受賞のご報告

おめでとうおめでとう

ございまございますす
！！

いみず野だより　４



ＪＡい み ず 野
公 式 L I N E

●応募資格／射水市及び周辺地域在住者で、2026 年３月末までに
　　　　　　大学・短大を卒業見込みの者、及び卒業者
●募集人数／若干名
●職　　種／事務・営業
●試験会場／ＪＡいみず野  本店
●試験日時／ 2025 年４月 17 日（木）
●お問い合わせ・申し込み先
　ＪＡいみず野　企画管理部 総務課　射水市北野 1555-1
　 TEL :（0766）52-0023　E-Mail : soumu@ja-imizuno.or.jp
※試験・応募書類についての詳細は、上記までお問い合わせください。

20262026年年４４月月 採用職員募集採用職員募集ののご案内ご案内
2026年４月採用の職員採用試験を次の通りに実施致します。

営農情報
　　ＬＩＮＥ配信日        

特報

作　目 発行番号 配信日

稲　作

１号 ３月14日

２号 ４月11日

３号 ５月２日

４号 ５月23日

５号 ６月６日

６号 ６月27日

７号 ７月18日

８号 ８月８日

乾田Ⅴ溝直播

２号 ３月28日

３号 ５月２日

４号 ５月23日

５号 ７月18日

１号
（令和８年産） ９月19日

湛水直播
（カルパー）

１号 ４月11日

２号 ５月23日

３号 ７月18日

作　目 発行番号 配信日

大　麦

４号 ３月下旬

１号
（令和８年産） ９月５日

２号
（令和８年産） 10月17日

３号
（令和８年産） ２月20日

大　豆

１号 ５月２日

２号 ５月23日

３号 ６月６日

４号 ６月27日

土づくり ９月19日

生産者の皆様へLINEで営農情報をお届け！ 原則、金曜日に配信します。

※配信日は変更になる場合があります。
※必要に応じて緊急特報を配信します。
※紙で必要な方は各支店に備えてあります。

◀登録がまだの方は
　ぜひご登録ください。

応募期間

2025年3/10（月）以降

随時
受付

令和７年度より
営農情報が

紙配布からLINE配信
に

切替わります！

５　いみず野だより



農耕用トラクターなどの小型特殊自動車を所有している場合は、公道
走行の有無にかかわらず、軽自動車税（種別割）が課税されます。

お持ちの車両で未登録のものがある場合は、射水市役所課税課で登録
の手続きを行い、ナンバープレートの交付を受けてください。

また、譲渡、処分等により所有していない場合は、３月末までに名義
変更または廃車の手続きをされないと、翌年度も軽自動車税（種別割）
が課税されますので忘れずに手続きをしてください。

農耕用トラクター
田植機等の は お済みですか？登録 名義変更 廃車手続き

● 新たにトラクターや田植機を購入した
● 知り合いにコンバインを譲った、または譲ってもらった
● 田植機を業者に引き取ってもらった
● トラクターのナンバープレートを紛失した
● 以前からナンバープレートのついていないコンバインがある
● 営農組合の名称を変更（法人化）した
● 営農組合の代表者変更により、納税通知書の送付先を変更したい

こんな場合には手続きが必要です

射水市役所 課税課市民税係（本庁舎２階）  

TEL. ５１－６６１８

詳しくは、下記へお問合せください。

お問合せ先

軽自動車税（種別割）は
毎年 4 月 1日現在の
所有者に課税されます。

農耕用小型特殊自動車の
軽自動車税（種別割）……

2,400円

◆
協
議
事
項
◆

第
一
号
議
案
　
所
在
不
明
組
合
員
等
の
脱
退
手
続
き
に
つ
い
て

第
二
号
議
案
　
令
和
５
年
産
Ｊ
Ａ
直
売
米
等
の
共
同
計
算
結
果
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
協
議
し
、
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
協
議
事
項
◆

第
一
号
議
案
　
令
和
６
度
決
算
基
本
方
針
に
つ
い
て

第
二
号
議
案
　
令
和
７
年
度
生
産
購
買
品
品
目
別
上
限
手
数
料
率
の

　
　
　
　
　
　

設
定
に
つ
い
て

第
三
号
議
案
　
業
務
車
両
の
リ
ー
ス
契
約
に
つ
い
て

第
四
号
議
案
　
信
用
事
業
方
法
書
の
変
更
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
協
議
し
、
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
報
告
事
項
◆

一
、　
11
月
末
実
績
報
告
に
つ
い
て

二
、　
事
務
ミ
ス
の
発
生
状
況
（
第
３
四
半
期
）
に
つ
い
て

三
、　
ヘ
ル
プ
ラ
イ
ン
運
用
実
績
（
第
３
四
半
期
）
に
つ
い
て

四
、　
Ａ
Ｌ
Ｍ
委
員
会
報
告

五
、　
相
談
・
苦
情
等
対
応
状
況
（
第
３
四
半
期
）
に
つ
い
て

六
、　
組
合
員
加
入
脱
退
状
況
（
第
３
四
半
期
）
に
つ
い
て

七
、　
令
和
６
年
度
余
裕
金
運
用
実
績
（
第
３
四
半
期
）
に
つ
い
て

八
、　
理
事
会
附
議
大
口
融
資
案
件
の
残
高
推
移
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

◆
報
告
事
項
◆

一
、　
12
月
末
実
績
報
告
に
つ
い
て

二
、　
固
定
資
産
の
売
却
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
会
だ
よ
り

＊（　）内の数字は前年同期比

正組合員数� 4,946 人　
� （△　92 人）
准組合員数� 7,456 人　
� （△��111 人）
みなさまの貯金高� 1,358 億 41 百万円　
� （△� 20 億 79 百万円）
みなさまへの貸出金�272 億 94 百万円　
� （△� 17 億 87 百万円）
長期共済保有高� 2,398 億 11 百万円　
� （△� 63 億 49 百万円）
購買品供給高� 28 億 36 百万円　
� （　　　　23 百万円）
販売品販売高� 29 億��2 百万円　
� （　　4億 39 百万円）

協同の力
ＪＡいみず野概況

（令和７年 1月末日）

◆
協
議
事
項
◆

一
、　
令
和
７
年
度
監
事
監
査
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

二
、　
令
和
６
年
度
下
期
監
事
監
査
実
施
計
画
の
素
案
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
審
議
し
、
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
協
議
事
項
◆

一
、　
令
和
６
年
度
下
期
監
事
監
査
実
施
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
審
議
し
、
全
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
報
告
事
項
◆

一
、　
令
和
６
年
度
上
期
監
事
監
査
指
摘
事
項
の
回
答
に
つ
い
て

二
、　「
み
の
り
監
査
法
人
」
期
中
監
査
の
運
用
評
価
等
報
告
に
つ
い
て

三
、　
Ｊ
Ａ
常
勤
監
事
会
議
に
つ
い
て

四
、　
令
和
６
年
度
下
期
無
通
告
内
部
監
査
に
関
す
る
監
査
報
告
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

◆
報
告
事
項
◆

一
、　
令
和
６
年
度
下
期
監
事
監
査
調
書
（
支
店
）
に
つ
い
て

二
、　「
み
の
り
監
査
法
人
」
期
中
監
査
の
運
用
評
価
等
報
告
に
つ
い
て

三
、　
令
和
６
年
度
下
期
無
通
告
内
部
監
査
に
関
す
る
監
査
報
告
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

−�
第
22
回
監
事
会�

−

−�
第
23
回
監
事
会�

−

日
時
：
令
和
６
年
12
月
20
日（
金
）

　
　
　
午
後
１
時
よ
り

場
所
：
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店

�

２
階
会
議
室

日
時
：
令
和
７
年
１
月
22
日（
水
）

　
　
　
午
後
２
時
よ
り

場
所
：
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店

�

２
階
会
議
室

−�
第
32
回
定
例
理
事
会�

−

日
時
：
令
和
６
年
12
月
20
日（
金
）

　
　
　
午
後
２
時
よ
り

場
所
：
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店

�

３
階
大
ホ
ー
ル

−�
第
33
回
定
例
理
事
会�

−

日
時
：
令
和
７
年
１
月
22
日（
水
）

　
　
　
午
後
３
時
よ
り

場
所
：
Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店

�

３
階
大
ホ
ー
ル

いみず野だより　６



で
し
た
。
で
も
、
皆
さ
ん
の
活
気
あ
る
姿
に

感
動
し
、
痛
み
も
忘
れ
作
業
を
続
け
ま
し
た
。

茹
で
ら
れ
た
大
豆
を
寒
風
に
さ
ら
し
、

ミ
キ
サ
ー
に
か
け
ミ
ン
チ
状
に
し
た
ら
、
麹

と
塩
を
シ
ー
ト
の
上
で
よ
く
混
ぜ
合
わ
せ
ま

す
。
そ
れ
を
団
子
状
に
等
分
に
な
る
よ
う
に

各
自
の
桶
に
分
け
、
腰
に
力
を
入
れ
柔
ら
か

く
な
る
ま
で
混
ぜ
ま
す
。
最
後
に
晒
布
で
味

噌
に
蓋
を
し
て
塩
を
ま
き
ま
し
た
。
裏
ワ
ザ

で
更
に
そ
の
上
に
酒
粕
を
置
く
の
も
良
い
と

の
事
で
し
た
。

今
日
は
仕
込
ん
だ
だ
け
な
の
に
、
気
持
ち

は
熟
成
発
酵
し
、
食
べ
頃
に
な
っ
た
９
月
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
私
が
い
ま
す
。

（
小
杉
支
部 

戸
破
）

み
ん
な
で
作
る
と
何
だ
か
連

帯
感
も
生
ま
れ
て
き
て
次
に

会
っ
た
時
に
出
来
具
合
を
確

認
し
あ
っ
た
り
と
話
題
に
も

事
欠
き
ま
せ
ん
。

参
加
人
数
が
減
っ
て
き
て
も
、

欲
し
い
と
い
う
人
が
い
る
限
り

こ
れ
か
ら
も
作
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

（
水
戸
田
支
部
）

小
杉
支
部
で
は
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
て

い
る
寒
味
噌
作
り
教
室
を
１
月
19
日（
日
）、

12
名
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。

前
日
に
大
豆
60
㎏
を
洗
い
、
一
晩
水
に

浸
す
下
準
備
を
し
ま
し
た
。

当
日
は

犀
藤
女
性
部

長
の
指
導

を
受
け
な
が

ら
、
大
き
な

釜
に
豆
を
入

れ
、
柔
ら
か

く
な
る
ま
で

煮
て
、
し
ゃ

も
じ
で
か
き

回
す
の
も
力

が
い
り
大
変

３
月
８
日（
土
）
女
性
の
集
い

　
　
10
日（
月
）
助
け
合
い
組
織
「
い
み
ず
の
」

　
　
　
　
　
　
通
常
総
会

　
　
15
日（
土
）
い
み
ず
野
農
協
女
性
部

　
　
　
　
　
　
通
常
総
会

今
後
の
日
程

水
戸
田
支
部
で
は
１
月
18
日（
土
）、
毎
年

行
っ
て
い
る
味
噌
作
り
を
行
い
ま
し
た
。

寒
の
入
り
で
天
気
を
心
配
し
て
い
た
の
で

す
が
、
今
年
は
晴
れ
て
い
て
寒
さ
も
少
し
ゆ

る
み
、
作
業
が
と
て
も
し
や
す
か
っ
た
で
す
。

近
年
、
食
生
活
も
変
化
し
、
味
噌
汁
や

味
噌
を
使
っ
た
煮
物
も
あ
ま
り
作
ら
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
作
っ
て
も
段
々
残
っ
て

く
る
と
寂
し
い
気
分
に
な
り
ま
す
。

大
豆
と
塩
と
麹
だ
け
で
添
加
物
も
入
っ

て
い
な
い
し
、
発
酵
食
品
な
の
で
体
に
は

い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
更
に
味
も
い
い
。

味
噌
作
り

寒
味
噌
作
り
教
室

　個人ではなかなか体験できないよう
な、楽しみながら学べる活動や研修な
どを行っています。活動内容は皆で話
し合います。参加は個人の自由です。
　ＪＡいみず野が活動をバックアップ
し、助成も行われています。是非お気
軽にご参加ください！

※活動例

お近くの支店窓口または
本店女性部事務局（TEL 52-6805）

お問い
合せ先

料理教室視察研修

手芸教室健康教室

家庭菜園教室

フラワーアレンジメント教室

女性部会員を募集していま
す！

大量の豆を
つぶすのも
一苦労

こぼさないように

気をつけました

桶の下からも
すくいあげて混ぜ、

柔らかくします

みんなで
混ぜ合わせます

７　いみず野だより



お問合せ先 いみず野農機センター TEL：52－0455／小杉農機センター TEL：55－1765／新湊農機センター TEL：82－8530

小杉低温倉庫 射水市大江381－1

3.1 4 1 5
９：30

▲

16：00 ９：30

▲

15：00
金 土

下
条
川

■アルビス小杉
　総合体育センター
■アルビス小杉
　総合体育センター

■コンビニ■コンビニ

北陸新幹線北陸新幹線■JAいみず野
　カントリーエレベーター
■JAいみず野
　カントリーエレベーター

小白石高架小白石高架

あいの風とやま鉄道あいの風とやま鉄道

88

4444

11：00

▲

11：30（両日とも）トラクター セルフメンテナンス講習会

農業関連機械の展示紹介 ■ ドローン
■ 営農・栽培管理システム
■ 水田水管理機器

進
め
、
食
を
創
る
未
来
へ
。

2025

会場

ご来場の皆様に

あります 先着順
※なくなり次第終了します 玄米 300g お持ちください粗品進呈 豚汁ふるまい お米の成分分析

いみず野だより　８


